
物  質  名 メタクリル酸 2-（ジメチルアミノ）エチル ＤＢ－45 

別  名 

N,N-ジメチルアミノエチルメタク

リレート、2-(ジメチルアミノ)エチ

ルメタクリレート、メタクリル酸ジ

メチルアミノエチル 
CAS 番号 2867-47-2 
PRTR 番号 第 1 種 318 
化審法番号 2-1047 

構 造 式 
 

 

分子式 C8H15NO2 分子量 157.21 
沸点 186℃ 1) 融点 －30℃ 2) 
蒸気圧 8.29×10-1 mmHg（25℃、推定値）3) 換算係数 1 ppm = 6.43 mg /m3（25℃） 
分配係数（log Pow） 0.97（推定値）4) 水溶性 1.06×105 mg/L（25℃、推定値）5)

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 吸入 LC50 1,800 mg/m3（2hr）6)  
 ラット 経口 LD50 1,751 mg/kg  6)  
 ラット 吸入 LC50 620 mg/m3（4hr）6)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、40、200、1,000 mg/kg/day を交尾前 14 日から雄に 43 日間、雌には哺育 3 日目ま

で強制経口投与した結果、1,000 mg/kg/day 群で攣縮、挙尾、間代性痙攣がみられ、雌 2/12 匹

が死亡し、死亡 1～2 日前には自発運動低下、ラ音、呼吸困難を認めた。200 mg/kg/day 以上

の群でヘモグロビン濃度、ヘマトクリット値の減少、網状赤血球比の増加、1,000 mg/kg/day
群で体重増加の抑制、肝臓、腎臓、副腎の相対重量の増加、赤血球数、リンパ球の減少、白

血球数の増加、脳、脊髄の神経線維の変性、前胃で水腫や炎症性細胞浸潤を伴った粘膜上皮

の増生などの発生に有意差を認め、1,000 mg/kg/day 群で胸腺の萎縮も高率にみられた 7) 。こ

の結果から、NOAEL は 40 mg/kg/day であった。 
・ラットに 643、1,606 mg/m3 を 3 週間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、1,606 mg/m3 群で

鼻や眼の刺激、喘ぎ呼吸、体重増加の抑制がみられたが、血液や主要臓器の検査には異常は

なかった 8) 。この結果から、NOAEL は 643 mg/m3（ばく露補正：115 mg/m3）であった。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、40、200、1,000 mg/kg/day を交尾前 14 日から雄に 43 日間、雌には哺育 3 日目ま

で強制経口投与した結果、1,000 mg/kg/day 群の雌で妊娠期に攣縮、挙尾がみられ、妊娠 23 日

目に 1/12 匹が死亡した。また、1,000 mg/kg/day 群では出生仔の体重が有意に低く、3 腹の全

出生仔が生後 2 日目までに授乳不良で死亡し、他の 1 腹でも分娩日に未授乳の仔が多数死亡

した。このため、仔の 4 日生存率は有意に減少した 7) 。この結果から、NOAEL は 200 mg/kg/day
であった。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・眼、皮膚に対して腐食性を示し、経口摂取でも腐食性を示す。吸入すると気道を刺激する。

眼に付くと発赤や痛み、重度の熱傷、皮膚では熱傷や痛み、吸入すると咳や咽頭痛、経口摂

取すると腹痛、下痢、吐き気、嘔吐、灼熱感、ショックまたは虚脱を生じる 9) 。 



・1990～2000 年の間にアレルギ―性接触皮膚炎の歯科医 79 人、歯科助手 46 を対象に実施した

パッチテストの結果、アクリル樹脂に対する陽性反応は 20 人の歯科医でのみみられ、エチレ

ングリコールジメタクリレートに対しては 20 人全員に反応がみられたが、本物質では 1 人に

反応がみられただけであった 10) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH －  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 40 mg/kg/day（ヘモ

グロビン濃度、ヘマトクリット値の減少など）を採用し、試験期間が短いことから 10 で除した

4 mg/kg/day を暫定無毒性量等に設定する。 
 吸入ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 643 mg/m3（体重増

加の抑制など）を採用し、ばく露状況で補正して 115 mg/m3 とし、試験期間が短いことから 10
で除した 12 mg/m3 を暫定無毒性量等に設定する。 
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